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日時：平成12年2月26日（土）午後1時

場所：岩手医科大学歯学部第四講義室（C棟6F）

特別講演

ボストンにおける3大学歯学部を研修して

学生は講義や実習後に，図書館へ行き，課題のレポー

トをまとめて翌日の朝に提出ということであった。ど

の大学も，非常勤の先生方が教育に直接携わり誠意を

持って学生を指導していたのが目に映った。

塩山　　司

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座

演題1．コホート調査にみる幼児の母親の意識変化と

　　　　保健行動の関連性

　平成11年7月17日より11月30日まで4．5ヵ月アメリ

カ・ボストンにリサーチのため出張しました。リサー

チをはじめる前の審議・承認を得るまでの話と，ボス

トンには歯科大学が3校あるので，見学できたボスト

ン大学歯学部補綴学大学院，タフツ大学歯学部歯周病

学大学院，ハーバード大学歯学部補綴卒後研修の臨床

を中心に各専門医を教育する現場や学生教育の実際を

報告した。

　ボストン大学歯学部でのリサーチの内容は「天然歯

の色調構築におけるシェードガイドおよび新しい測色

法の評価」で，ボストン大学歯学部のRestrative　Sci－

encesとBiomaterialsのDan　Nathanson教授等と

の共同研究でした。人を対象とした研究のためにIR

B（研究倫理委員会）へ申請書を提出し，審議・承認

を得てHuman　Researchの実施許可を得るまでの手

続きの紹介をした。

　また，ボストンの3大学の歯学部で見学研修が出来

たので併せて報告した。

　ボストン大学歯学部補綴学大学院，タフッ大学歯学

部歯周病学大学院の確立された教育システムと臨床内

容を中心に紹介した。

　各大学とも文献レビューで基礎から臨床まで多くの

文献をカバーし，特に診断や病因論に多くの時間が割

かれていた。ケースプレゼンテーションも非常に多

く，講座間治療計画セミナーでは補綴と歯周が主体と

なり，関係する他科の先生方も参加し活発な意見交換

がなされ，治療計画を支持する根拠について精通して

いることを求められていた。ハーバード大学歯学部は

少人数の大学で1学年40人程度で，全員を集めた講義

はなく，8人を一グループとしたやり方で，少人数で

講義や実習を行ない効果的な授業が特徴的であった。

○相沢文恵阿部晶子，岸　光男，
　米満　正美

岩手医科大学歯学部予防歯科学講座

　乳幼児の母親に対する歯科保健指導における問題は

「知っていることと実行することは別」という母親の

意識と行動のずれを修正するために医療従事者がいか

なるサポートをすべきかということである。本研究で

は効果的に保健指導を実施するために必要な要因を探

るたあ，母親の意識と態度に関するコホート調査を実

施した。

　1996年8月に1歳6か月児健康診査を受診し，1998

年4月に3歳児健康診査を受診したコホート集団122

名の母親を対象として，乳幼児の食習慣や日常生活習

慣，母親の歯科保健に関する意識等に関して質問紙調

査を実施した。

　その結果，「虫歯予防に対する砂糖の摂取制限の必

要性」に関する意識が変化しており，1歳6か月では

必要だと思っていたが，3歳では不必要と思っている

群（N＝28，A群）で最も低いdft（0．46±1．3）を，1

歳6か月でも3歳でも不必要だと思っている群（N＝

31，B群）で最も高いdft（3．42±5．2）を示し，2群間

に有意差が認あられた。また，砂糖の摂取制限の必要

性の有無と実際の甘味制限の実行の頻度をκ2検定を

用いて分析したところ有意差はなく，意識と行動のず

れが認められた。っいで，Wilcoxon検定の結果，　A

群では「甘味制限による子供の心の発達への影響」を

3歳で強く思っており，この群は他の群に比較して

「仕上げ磨き」を実行している割合が高かった。また，

B群に関しては「虫歯に対する親の力の無力感」を3


